

































































　 1） 俳句と俳諧は同義ではないこと。俳諧は集団的な詩のジャンルであり，36，50 ある





























スペイン語の詩行には 2 音節行から 22 音節行までが登録されているが，そのうち 8 音節ま
での詩行を短詩行（versos de arte menor）と呼び，軽いテーマを扱うことが多い。短詩行に
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よる詩型では 6，7，8 音節の詩行が中心となり，2，3，4，5 音節の詩行は補助的な役割を果
たして，主に長短の詩行が組み合わされた詩連を構成する。以上を念頭に置いて，スペイン語
ハイクの構成要素となる 5 音節詩行（pentasílabo）と 7 音節詩行（heptasílabo）の基本的なリ
ズム構成を見ておこう7）。
　 1）5 音節詩行 - 強弱格　　o óo óo Llorad las damas, / si dios os vala,
　 2）5 音節詩行 - 強弱弱格　óoo óo Ven, prometido / jefe temido,
　 3）7 音節詩行 - 強弱格　　o óo óo óo Quedóse el penitente / al borde de la roca,
　 4）7 音節詩行 - 強弱弱格　oo ó oo óo Ajustada a la sola / desnudez de tu cuerpo,




る効果は限定的と考えるべきだろう。ただし，3 行 17 音節をとおして作られるリズム構造に
関しては，考慮に入れて分析を行ないたい。
次にハイクに最も近い詩型として指摘されてきたセギディリャ（seguidilla）について述べ
ておきたい。単純形と複合形があり，前者は偶数行に類音韻を持つ 7-5-7-5 音節の 4 行詩，後















































































という観点から，「俳句のリズムの表」を作成している。そのうち，上句と下句は（ 2 2 1 ）と
























地調査を行うに当たって筆者は，1981 年から 2008 年の間にアルゼンチン共和国で出版された
ハイク詩集から，作者，出版年，文法構成の多様性を考慮に入れて 6 作品を選択した。アルゼ
ンチンはスペインとならんで，スペイン語ハイク制作の最も盛んな地域であり，わずかな例外









作品 A，B はともに 3 行をとおして意味がつながっており，「切れ」が存在しない。俳句で




















De una en una, óoo óo (dactílico) 一粒ずつ
el gorrión bebe gotas oo óoo óo (dactílio) 雀は露を飲む
del alambrado.   ooo óo (trocaico) 鉄条網の
(Mendiara 1998)
B
Resplandeciente ooo óo (trocaico) きらきらと
vestido de luciérnagas o óo oo óo (trocaico) 蛍を身にまとう
todo el camino. óoo óo (dactílico) 道全体が
(Mendiara 2008)
C
Charcos de luna óoo óo (dactílico) 月の水たまり
después de chaparrón o óo oo óo (trocaico) 夕立の後
¿Y la rayuela? óoo óo (dactílico) 石蹴り遊びは？
(Molina Alonso 2006)
D
Oro y tristeza, óoo óo (dactílico) 黄金と悲しみ
atardecer de otoño. ooo óo óo (trocaico) 秋の暮
Puente sin pasos.  óoo óo (dactílico) 行く人のない橋
(Ramos 2000)
E
Cae una hoja óoo óo (dactílico) 一枚の葉が散る
La noche tan callada o óo oo óo (trocaico) それは静かな夜が
se acuna en ella    o óo óo (trocaico) 眠るゆりかご
(Miersch 2004)
F
El hombre ha muerto. o óo óo (trocaico) 男が死んだ
La barba no lo sabe. o óo oo óo (trocaico) 髯はそれを知らない













表 2 は，3. 1．と同じ 6 作品の音声継続分析結果を，積み上げ面グラフで表したものであ
る。縦軸は継続時間（単位は 100 分の 1 秒），横軸は作品テキストを（韻律的）音節に分けて
記したものである。グラフは 10 名の朗読者のデータを積み上げて，全体の傾向が読みとりや
すい形式とした。各朗読者のデータは色分けされている。まず，6 作品全ての結果で共通して
いる点は，各行末のポーズ（end）で 3 分割された 17 音節が，2 音節または 3 音節のまとまり
を中心として構成されていることである。グラフ上で鋭角の「山」を形成する 2 音節（長短），
鈍角の「山」となる 3 音節（長長短または同長の 3 連続）が，スペイン語韻律法の強弱アクセ
ントとは合致しない別のリズムの波を形成していることが明確に見て取れる。この計測にあ
たっては，グラフ上の一つの頂点から次の頂点の手前までを「山」とする。各作品の構成を，
2 音節の山を「2」，3 音節の山を「3」として以下に示す。また，例外となる 4 音節および 5 音
節の山「4」，「5」の韻律形成についても，後の説明において触れることとする。
　Ａ（ 4  1 ）（ 2  2  2  1 ）（ 2  3 ）
　Ｂ（ 3  2 ）（ 3  2  2  1 ）（ 2  3 ）16）
　Ｃ（ 2  2  1 ）（ 3  2  1 ）（ 5 ）17）
　Ｄ（ 5 ）（ 1  2  2  2 ）（ 2  2  1 ）
　Ｅ（ 2  2  1 ）（ 3  2  2 ）（ 2  2  1 ）
　Ｆ（ 2  3 ）（ 3  2  2 ）（ 4  1 ）
 
いずれのリズム構成も 2. 2．で検討した佐藤の混合拍子説の生起しやすいパターンにきわ
めて近い音的形式を示していることがわかる。すなわち上句（第 1 行）と下句（第 3 行）は
（ 2  2  1 ）と（ 3  2 ）の 2 パターン，中句（第 2 行）は（ 2  2  2  1 ），（ 3  2  2 ），（ 2  3  2 ）の 3 パター
ンである。また，3 音節の単位が佐藤の説と同様，意味のまとまりに関連して構成されること
が多い点にも注意したい。作品 B の vestido, camino， C の después de， E の la noche， F の la 
barba 等である。
注目すべき相違点は，混合拍子説では生起しにくいとされている上句と下句における（ 2  3 ）
がスペイン語ハイクでは多用されていることである。この現象にはスペイン語文法および韻
律法が関わっている。（ 2  3 ）が生起している 5 例全てにおいて，詩行の冒頭部分で前置詞 de，
定冠詞 el, la または接続詞 y が用いられていることに着目したい。これらの 1 音節語同士の組
み合わせ，または前後の語（あるいはその一部）との連続が，安定した 2 音節の単位を構成し
ているのである。さらに，B と D の例に見られるように，これらの 1 音節語には通常，韻律
アクセントが置かれないために，前後の語との sinalefa（母音の融合）が起きやすく，2 音節
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語と融合して 2 音節の単位を作る傾向があることも（ 2  3 ）のパターン生成の頻度を上げてい
ると思われる。
次に，4 音節，5 音節の山を形成する例を見てみよう。（ 4  1 ）は A の上句と F の下句に現れ
ている。いずれの場合も第 4 音節が母音一音（u）で構成され，この音節の継続時間が明示的
に短いことから 4 音節の単位を形成する結果となっている。また，（ 5 ）は C の下句全体と D
の上句全体を占める塊を形成し，「グラフの頂点から次の頂点の手前まで」という計測法もあ
てはめることができないケースとなっている。この 2 例では，第 1 音節が母音一音（y, o）の
構成であるために継続時間が短く，かつ句の先頭に位置するために，2 音節や 3 音節の単位が
作られず，継続時間の長短が漸次的に移行するリズム構成となっているのである。このよう





一方，七五調（四拍子）説と比較した場合，まず四拍子の基本単位である 2 音 1 拍の等時性




べておきたい。表 1 に見られるように，6 作品のうち C，D，F では第 2 行（中句）の後，E
では第 1 行の後に「切れ」が用いられている。いずれの場合においても「切れ」の後の詩行で
は，各々のリズム単位を維持しながらも各音節の継続時間が明示的に長くなっている。つま
り，C: ¿Y la rayuela?（石蹴り遊びは？）D: Puente sin pasos（行く人のない橋）E: La noche 





















い。そのため，作品の意味内容が聞き取りやすいように，2 音または 3 音の単位を中心に音の
長短の山を形成しつつ口誦する形式が選択されたことは自然に思われる。俳句の混合拍子説と
同様，2 音節の単位が基礎となり，それに 3 音節語を中心とする 3 音節の単位が加わり，さら
に 4 音節や 5 音節の特殊な単位がアクセントを付けながら，リズムのバリエーションが展開さ





















 2） スペイン語圏における俳句受容とスペイン語ハイク制作については，Aullón de Haro, Pedro (1985)，














 7） ó はアクセントのある音節を，o はアクセントのない音節を示し，リズム単位の区切りは一字分あ
けてある。参照 : Navarro Tomás,T. Métrica española, 6ª edición, 1983, pp.502-505. 文例の出典は，1) 
anónimo, Endecha de Guillén Peraza 2) Fernández Moratín, L. Los padres del Limbo 3) Zorrilla, La 
azucena Silvestre 4) Guillén, J. Salvación de la primavera 5) Rueda, S. Qué viejecita eres.
 8） 現代では，フェデリコ・ガルシア・ロルカの「7 月のある日のバラード」「3 枚の葉」，ホルヘ・ギリェ
ンの「クリスマス」，カルロス・ペジセルの「終わりのない死」などが挙げられる。以下にガルシア・
ロルカの「3 枚の葉」を例示する。左端の数字と記号は音節数と類音韻を示している。
　　　7-　Debajo de la hoja レタスの
　　　5ª　de la lechuga 葉の下に
　　　7-　tengo a mi amante malo 熱のある












12） 以下の佐藤の引用（198 頁および 199 頁）のうち，「二拍づつ」，「みずの」は歴史的仮名遣いと現代
仮名遣いの間で揺れが見られるが，原文のままとした。
13） ここでは，二拍のリズムを「2」，三拍のリズムを「3」と表記している。
14） 分析にあたっては韻律法のルールにしたがい，次の 3 点を順守している。i）詩句のなかの período（韻
律単位）を決定する際，各詩行の最初のアクセントまでの音節は anacrusis ( 行首余剰音 ) として考
スペイン語ハイクの韻律 279





16） この作品の 2 行目（中句）は 8 音節となっているが，脚注 11 で見たように，韻律法では最後から 3
番目にアクセントがある語で終わるため 7 音節とカウントし，定型となっている（表 1 参照）。
17） 2 行目（中句）は 6 音節だが，最後の音節にアクセントがある語で終わるため，韻律法では 1 音節多
く数えて 7 音節とするケースである（表 1 参照）。
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Haiku Metrics in Spanish
Kayoko IJIRI
Abstract
This study examines and clarifies the rhythmic structure of Haiku in Spanish on the basis 
of an analysis of sound data recorded by Argentine poets. The three-tiered approach includes 
the following points: 1) an investigation of the reception of Haiku metrics in Spanish at the 
verse, stanza and genre levels with the subject of focus being the ‘Seguidilla’, a traditional 
Spanish poetic form that is similar to Haiku; 2) a review of the discussions in regard to Haiku 
metrics in Japanese and a proposal on its possible rhythmic structures; and 3) an analysis of 
the Haiku texts in Spanish utilizing Spanish metrics and phonetic sound duration data. The 
results show that Haiku in Spanish includes two distinctive metrics features: one is common 
to traditional Spanish poems that measures stressed accents and the other is closer to 
Japanese Haiku, which is formed with sound duration waves. 
Keywords:  Haiku in Spanish, Spanish metrics, Metrics of Japanese Haiku, Recording data, 
Phonetic analysis.
